
ヤギ1頭 
約 5,000円 

支援対象国 

南部アフリカ地域 

 国連合同エイズ計画（UNAIDS）によれば、HIV
の感染者数は世界で約3,690万人います（2018
年）。そのうちサブサハラアフリカの感染者数が
約70％を占めており、同地域は世界で最もHIVの
影響を受けている地域と言えます。 

 日赤の南部アフリカ地域への支援は2003年のジ
ンバブエに始まり、現在までにアンゴラを除く9
カ国を支援してきました。2019年度は特にニーズ
の高いナミビア、エスワティニ、マラウイの3カ
国で支援を行っています。 
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日本赤十字社 http://www.jrc.or.jp 

TEL：03ー3437ー7089 （国際部 開発協力課） 

これまでのご支援、誠にありがとうございます。
赤十字の活動は皆さまからのご寄付で支えられています。 

2019年12月作成 

皆様のご寄付でできること。例えば… 

南部アフリカ地域 

感染症対策事業 

産休サンキュープロジェクト 
対象事業 

※ 世界には192社（赤十字社157社、赤新月社34社、イスラエル・ダビデの赤盾社） 
  あります（2019年12月現在）。国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC: International 

Federation of Red Cross and Red Crescent Societies）は、各地域に地域事務所
を構え、これらの社を取りまとめ、地域の情報収集や、各国赤十字社の能力強化、
災害時の国際救援活動の調整等を行っています。 

食糧パック 
約 4,500円 

年間目標額 2,700万円 

エスワティニ王国で配付している食糧パック
（5人家族1カ月分）には、豆、砂糖、魚、ハ
チミツ、サラダ、油、インスタント粥、石鹸が
入っています。 

日赤が支援しているマラウイ共和国の保育所の子どもたち ©日本赤十字社 

マラウイ共和国では、ヤギの糞を肥やしとして
販売したり、肥やしを利用して、販売用の作
物を育てることで、現金収入を増やし、生活
の安定を図っています。 

国際赤十字・赤新月社連盟 

南部アフリカ地域事務所 

（南アフリカ共和国）          

※ 

エスワティニ王国 

マラウイ共和国 

ナミビア共和国 



活動 1 感染症の拡大予防・治療 

活動 2 ｴｲｽﾞ孤児を含む、脆弱な子どもに対する支援 

 日赤の支援で実施されている各国の活動 

保健課題を改善するためには、保健だけでなく、

貧困対策や教育といった様々な観点から包括的な

支援を行うことが不可欠。日赤は、保健課題の解

決に向けて、以下の活動を支援しています。 

エイズが発症したことが原因で、両親を 
幼いうちに亡くした子どもがいます  

出産時に既にHIVに 
感染している子どもがいます  母子感染 

働き盛りの労働人口の減少は、家庭 
や社会の経済に大きな影響を与えます  

経済的 
損失 

   
 

HIV感染者の家庭訪問で
は、赤十字ボランティ
アが体調や生活状況を
確認するとともに日赤
が提供している生活用
品を渡します。 

 

 

貧困世帯に対し
て は、赤 十 字 ボ
ランティアが栄
養状態を確認す
る と と も に、食
用油や古着など
を提供する生活
支援活動も行っ
ています。 

ナミビア 

キッズクラブの運営、簡易住居の建設、HIV

感染者及び貧困層の家庭への訪問と訪問看

護、共同菜園の運営 
 

エスワティニ 

診療所の運営、HIVや結核の検査・カウンセ

リング・治療、HIVや結核感染者への食糧支

援 
 

マラウイ 

保育所の運営、生計支援（家畜の提供）、

HIV感染者市民グループへの啓発活動 
  

連盟南部アフリカ地域事務所 

地域内の情報収集や各国赤十字社 

の能力強化等 

 HIV/エイズは、家庭・社会に 
どんな影響を及ぼしているの？ 

ｴｲｽﾞ孤児 

貧困層の子どもたちに、制服や文具、毛布、食糧など
を支給し、他の子どもと同じように学校に通う機会を
提供します（右上の写真）。また就学前の乳幼児を対象と
した保育所や、就学後の児童や生徒を対象とした
キッズクラブの運営も支援し、子どもたちの成長の一
助となっています（左上の写真）。 

貧困層の家庭に家畜を提供。
繁殖した家畜を売ることで、
現金収入にも繋げています（左

上の写真）。また、トタン製の簡
易な住宅建設を支援して、安
全な暮らしができるように支
援しています（左下の写真）。 

活動 3 生活環境の改善 

診療所の運営やHIV・結
核検査、治療の機会を
提供。避妊具を配付し
たり、感染予防の教育
を行っています。 

エスワティニ王国のジムさん 

（仮名18歳）  
 

僕は12歳の時にHIVに感染していると診断
され、それから毎日抗HIV薬を飲んでいま
す。つらい時期が続きましたが、同世代
で定期的に集まるティーンズクラブに入
りみんなと一緒に強い気持ちで病気と
戦ってきました。 

今年になってHIVのウィルス量が他の人に
感染しない程度にまで下がり、今は笑顔
で一杯です。大きくなったら医者になっ
てみんなを助けたいと思っています。 

どんな活動を支援しているの？ 

～家庭訪問～ 

生活用品を世帯ごとに分類し、準備完了 

受益者に生活用品を配付する様子 


